
　　

曹
ﾈ
・
謬
讐
・
・
の
、
第
三
・
初
め
・
無
電
・
箋
幽
し
轟

　
　
輕
蔑
す
る
も
の
、
第
四
は
心
理
撃
を
以
て
霞
接
教
育
に
無
關
係
な
り
と
言
ふ
、
一

　
　
忠
實
な
る
敏
育
賢
際
家
の
考
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、

　
　
　
　

　
　
　
二
心
理
由
の
教
育
に
封
ず
る
債
値
を
疑
ひ
贈
れ
を
無
観
す
る
も
の
蕊
第
一

　
　
　
く

　
　
は
、
教
育
を
以
て
時
代
と
共
に
縫
線
す
る
も
の
と
考
へ
る
敏
腕
｝
面
の
性

　
　
質
を
恰
も
、
　
藪
育
全
艦
の
勝
質
な
る
が
如
く
誕
信
し
た
る
竜
の
で
あ
る
。
第

　
　
二
の
も
の
に
封
し
て
は
、
搬
表
者
は
、
エ
ル
ト
ン
の
『
敏
育
心
理
』
第
一
章
を

　
　
引
い
て
、
二
等
の
人
が
眞
に
研
究
軸
ず
し
て
徒
ら
に
卑
腱
な
る
勢
働
者
に
自

　
　
己
を
暁
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
第
三
の
も
の
即
ち
初
め
か
ら
無

　
　
塾
す
る
も
の
に
潔
し
て
論
じ
て
憂
く
、
藪
育
は
全
人
格
と
全
人
格
と
の
交
渉

　
　
に
し
て
、
憂
き
た
生
命
の
渡
展
で
あ
る
か
ら
し
て
、
強
襲
的
分
析
の
到
底
鏡

　
　
ひ
得
ざ
る
竜
の
で
あ
る
。
　
記
憶
抵
を
果
す
も
の
は
哲
野
上
の
一
種
の
直
槻
設

　
　
で
あ
る
。
至
聖
者
の
兜
叢
に
封
ず
る
立
場
は
、
外
か
ら
傍
槻
す
る
前
巻
の
立

　
　
揚
で
な
く
、
そ
の
も
の
》
申
に
入
っ
て
實
感
ず
る
後
者
の
立
場
で
あ
る
。
熟

　
　
し
既
實
感
は
一
種
の
心
理
學
的
事
實
で
あ
る
か
ら
、
入
寮
全
幾
の
交
渉
と
言

　
　
ふ
事
も
、
心
理
射
的
に
研
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
。
て
あ
る
と
。
第
四
の
も
の
即

　
　
ち
心
理
學
は
直
接
教
育
に
．
鰍
關
係
な
り
と
言
ふ
設
、
即
ち
数
育
者
に
直
接
必

　
　
要
な
事
は
、
郷
里
の
實
際
の
法
案
に
癒
合
す
る
事
で
あ
っ
て
、
此
法
案
が
心

　
　
理
學
か
ら
茶
て
竜
、
　
他
の
距
離
か
ら
來
て
も
何
等
問
ふ
庭
で
は
無
い
と
言
ふ

　
　
設
に
溢
し
て
は
、
拶
表
者
は
タ
ロ
ッ
ク
の
『
教
師
の
訓
錬
に
於
け
る
心
理
學

　
　
の
位
贋
』
を
引
い
て
論
破
し
た
。

　
　
　
要
す
る
に
奨
溢
血
の
誰
張
の
根
概
は
略
ぼ
次
の
如
き
電
の
で
あ
る
。
　
期
ち

　
　
教
育
の
獄
的
、
理
想
は
、
敏
育
心
理
醸
の
興
る
薦
で
は
無
い
。
教
吉
心
理
學

野
禽
褻
寒
々
際
的
方
煙
携
は
る
も
の
で
あ
る
・
然
漫
筆
は
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
彙
報
薪
磐
紹
介

諺

磯
際
上
の
方
法
及
び
原
理
を
異
へ
．
る
も
の
で
は
な
い
。
教
育
三
際
の
原
理
扱
、

内
容
の
な
い
陰
虚
な
も
の
・
で
あ
る
。
　
こ
の
原
理
に
内
容
を
輿
へ
る
も
の
は
敏

育
心
理
崇
の
研
究
で
あ
る
。
教
育
實
際
の
方
法
は
数
育
者
其
の
人
の
工
夫
仁

あ
る
。
　
こ
の
工
夫
に
暗
添
を
黒
ハ
へ
る
も
の
は
教
皇
心
理
學
の
研
究
で
あ
る
。

　
樹
石
帥
氏
の
分
は
島
回
の
完
結
を
待
て
紹
介
す
る
事
と
す
る
。

薪
著
紹
介

濾
肇
纏
引
継
主
部

二
巴
博
士
　
嫁
　
崎
　
正
　
治
著

　
本
繋
四
篇
背
八
ぬ
単
「
講
説
」
に
始
ま
り
一
生
の
下
交
た
る
「
開
学
と
奮
一
進
」
及

び
正
宗
分
た
る
「
弘
魍
の
中
心
事
業
」
と
を
申
に
挾
ん
で
流
通
分
た
る
「
身

延
懸
遁
と
滅
後
の
付
麗
」
　
を
以
て
結
ば
れ
て
あ
る
。
今
先
づ
そ
の
馨
蟻
篇
岬
羅

を
追
て
本
書
か
一
班
を
管
轄
し
最
後
に
私
の
所
感
を
記
し
て
見
よ
う
。

　
人
の
天
心
に
は
糸
教
的
要
求
が
あ
っ
て
心
理
盤
上
所
謂
鯨
心
機
に
際
し
て

は
各
爵
が
享
受
し
つ
エ
あ
る
生
命
の
根
源
を
つ
き
と
め
現
・
實
に
膿
み
つ
」
あ

る
隼
活
の
巾
に
眼
前
紛
々
の
現
翻
を
超
え
て
更
に
弘
遽
な
る
止
々
辛
々
の
淘

息
を
明
か
に
せ
う
と
す
る
も
り
で
あ
る
、
時
は
嘉
頽
の
晋
安
房
國
癖
澄
の
券

罪
跡
識
一
堂
曙
の
坐
の
薄
舅
り
碧
い
中
に
一
心
不
等
の
断
念
、
こ
れ
巫
年
十
六

轟成

ﾘ
…
心
灘
門
の
難
長
が
八
心
ホ
九
串
別
混
沌
た
る
…
聞
に
　
「
日
本
一
の
知
解
者
」
と
な
り

て
轟
轟
教
を
創
め
ん
と
し
「
煩
悶
の
血
潮
」
　
を
流
し
た
断
念
で
あ
っ
た
（
第

一
章
）
、
世
は
末
法
に
入
て
二
百
年
に
垂
ん
と
し
て
糾
る
、
　
目
安
四
百
年
の
王

朝
は
破
れ
て
世
は
武
人
の
世
と
な
っ
た
、
然
し
第
安
以
來
の
証
言
佛
数
は
深

く
弘
く
そ
の
根
を
張
っ
て
居
る
、
　
之
に
射
し
て
宗
教
改
輩
の
要
求
は
諸
緯
の

・
万
術
に
於
て
新
…
運
動
を
蹴
じ
た
．
　
か
…
佛
と
¶
騨
と
は
こ
の
孟
導
と
な
り
戒
律
の

同
闘
丸

φ
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哲
學
研
究
　
　
第
＋
號

復
興
は
時
代
不
和
慮
の
現
象
な
が
ら
却
て
一
部
の
儒
仰
を
惹
た
、
然
し
之
が

た
め
に
多
門
の
佛
癖
欽
は
愈
々
多
齢
、
に
分
れ
入
の
覗
け
迷
は
ざ
る
を
得
な
い
、

蓮
長
の
煩
悶
ぼ
此
に
生
じ
た
（
第
コ
章
）
、
然
ら
ば
蓮
長
と
は
果
し
て
何
物
か

以
下
檸
士
の
所
謂
「
法
華
輕
の
行
者
」
　
に
註
脚
が
加
へ
ら
る
エ
の
で
あ
る
、

彼
れ
．
は
十
六
濡
域
で
餌
家
し
た
（
第
三
恵
阜
）
、
蓬
長
の
煩
悶
は
形
筑
に
於
て
は
智

的
で
あ
っ
た
が
實
質
に
於
て
は
病
難
統
一
あ
る
宗
敏
的
信
仰
を
求
め
る
に
あ

っ
た
、
　
信
仰
周
題
の
解
決
は
理
智
の
討
究
と
離
れ
得
な
い
も
の
だ
と
は
胚
盤

の
信
ず
る
所
で
あ
っ
た
、
　
鎌
倉
四
年
の
朗
田
醸
を
終
へ
叡
由
に
…
遊
墨
・
す
る
や
彼

れ
は
上
溝
大
冊
の
戴
翻
の
忘
わ
ら
れ
墨
・
派
の
爪
禰
議
そ
の
多
釦
蛎
な
お
に
驚
き
且

つ
悲
し
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
　
猜
事
を
見
て
も
聞
て
も
批
判
な

し
に
は
麺
さ
ぬ
彼
れ
は
師
に
期
し
て
も
鼻
息
に
面
し
て
も
鈍
利
．
な
論
客
で
あ

っ
た
に
唯
迩
い
な
い
、
　
そ
し
て
》
、
の
研
究
は
思
葱
伽
盤
載
の
爲
の
考
甫
偲
で
な
く
脚
鼠

に
成
佛
の
道
を
賜
ら
め
自
説
共
に
救
世
の
大
願
を
旧
す
た
め
の
考
伽
衆
で
あ
っ

た
、
そ
し
て
そ
の
申
心
田
ゆ
想
と
し
て
　
「
法
華
経
欝
第
一
」
の
信
仰
が
猛
々
深

く
な
っ
て
來
た
（
第
四
章
）
、
建
長
王
年
叡
山
を
緋
し
た
彼
れ
は
四
月
廿
八
日

爽
昧
清
澄
肉
頂
萬
籟
寂
瀞
の
天
鏑
閃
き
躍
る
旭
光
を
待
て
師
、
ナ
晩
三
盤
一
南
無

妙
法
蓮
華
続
！
，
曙
の
瀞
け
さ
を
破
っ
た
、
雍
長
は
蝕
に
鍔
慧
と
な
っ
た
、

こ
の
日
茄
似
れ
の
法
談
は
途
に
彼
に
領
主
総
評
冑
心
胆
霊
媒
放
の
靴
難
を
成
ゆ
ぜ
し
め
た

（
正
流
章
）
、
薄
志
は
鼓
に
鱗
を
法
蕪
細
の
藤
質
内
容
に
移
し
今
臼
の
言
葉
を

以
て
之
を
解
羅
せ
ら
れ
逐
い
て
筑
掌
題
目
の
意
嚢
に
及
ん
で
屠
ら
れ
る
（
第

六
葛
）
、
さ
て
彼
れ
臼
題
ほ
赦
郷
を
萢
は
れ
て
鎌
倉
に
餓
た
、
災
異
は
蓮
年
頻

々
と
し
て
起
る
、
疑
問
と
研
究
の
結
果
彼
れ
は
・
〆
、
の
災
異
の
因
由
を
諺
法
に

録
し
誇
法
者
を
責
む
る
は
先
畳
者
の
資
任
な
ー
ー
と
し
，
そ
の
結
果
立
正
劇
國

論
一
1
由
れ
鵜
島
ケ
谷
の
法
難
に
謹
遇
し
た
（
第
党
牽
）
、
齢
…
十
七
歳
の
貸
朗
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇

讃
を
握
っ
て
悲
ん
だ
伊
買
晶
の
流
罪
は
H
蓮
の
身
に
拗
持
品
の
大
願
を
鱒
瞼
せ

し
め
教
法
時
國
抄
に
侠
て
「
法
堂
輕
の
行
考
」
た
る
慧
識
は
そ
の
活
働
の
輪

廓
背
景
た
る
五
綱
の
鮮
明
と
共
は
明
確
に
な
り
自
己
の
使
命
と
蓮
命
と
に
深

い
考
慮
を
な
す
に
釜
つ
た
（
第
八
章
）
、
読
法
の
衆
巫
あ
る
限
り
は
之
を
攻
撃

し
て
そ
の
悪
心
を
折
伏
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
折
伏
に
欝
し
て
は
反
抗
が
起

り
迫
筈
が
撫
は
る
、
　
猶
豆
の
流
罪
ゆ
り
て
婦
聾
し
た
彼
れ
は
小
松
顔
の
法
難

に
噛
遣
遇
せ
ン
。
る
を
得
な
か
っ
た
、
　
扶
恥
し
こ
の
法
難
に
依
り
て
「
口
㎝
連
は
臼
氷

第
一
の
法
弗
畢
恕
の
行
巻
也
」
と
い
ふ
一
並
を
支
配
す
る
畳
砿
嗣
が
こ
盈
に
始
め

て
聖
戦
甲
に
　
掘
は
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
第
九
幽
県
）
、
時
に
踏
菰
右
よ
1
3
來
牒
あ
り
浸

窪
†
一
会
の
誹
歌
を
製
し
て
諌
曉
弊
告
に
當
り
特
に
建
長
寺
道
隆
に
灘
し
て

は
初
易
て
四
側
の
格
言
を
需
証
し
た
、
然
し
茶
督
が
最
後
の
死
を
決
七
て
エ

ル
サ
レ
ム
に
入
る
前
に
暫
く
ガ
レ
リ
ア
の
邊
に
退
き
心
機
熟
す
る
を
待
た
様

に
…
風
の
前
の
一
時
の
書
置
は
こ
の
噂
の
二
曲
蓬
の
身
の
上
に
も
凍
た
’
（
第
十

章
）
、
果
せ
る
哉
龍
ノ
臼
の
危
機
は
近
き
つ
エ
あ
っ
た
、
然
し
只
難
κ
取
り
て

は
「
臭
き
頭
を
は
ね
ら
れ
な
ぱ
沙
に
金
を
か
へ
石
に
珠
を
あ
き
な
へ
る
が
如

し
」
で
あ
っ
た
、
r
然
る
に
豫
ね
て
単
層
の
一
死
は
終
に
來
ら
ず
、
｝
死
の
後

の
再
ル
…
、
　
第
一
こ
の
薪
…
生
命
は
彼
れ
の
身
上
に
現
は
れ
鞭
つ
た
（
第
＋
一
章
）
、

行
く
手
に
は
流
罪
の
佐
溝
一
が
島
を
控
へ
依
智
の
漱
風
北
海
の
冬
の
波
に
漂
ふ

こ
と
幾
臼
、
　
彼
れ
は
罪
の
惹
識
と
聖
者
の
汽
畳
と
に
包
ま
れ
て
感
概
無
最
今

や
一
三
正
宗
分
の
講
業
に
移
ら
ん
と
す
る
ハ
第
十
二
章
、
、
こ
、
に
第
二
雀
「
開

教
と
奮
艦
」
の
條
が
終
る
。

佐
渡
が
鳥
、
誉
れ
實
に
n
麺
が
一
巫
の
蕊
宗
分
を
顯
揚
す
べ
き
舞
藁
で
あ

っ
た
、
一
佐
渡
の
醐
へ
流
さ
れ
候
ひ
鑑
隔
以
前
の
法
門
は
た
ビ
佛
の
爾
雨
纏
と
想

召
せ
」
　
と
は
彼
れ
の
〃
砲
負
で
あ
っ
た
、
彼
の
悲
憧
暫
h
痛
邸
中
・
の
脈
流
桝
非
益
活
獄



　
　
實
に
直
己
の
蓮
命
と
使
命
と
に
驕
す
る
臥
難
を
深
く
幌
し
た
、
　
流
講
の
場
胱

　
　
は
却
て
弘
通
活
動
の
新
な
中
心
と
な
っ
て
緒
論
、
泣
轡
の
座
食
の
下
に
は
坤

　
　
て
信
仰
の
花
か
映
く
、
「
世
は
亡
ひ
候
と
も
日
本
國
は
南
無
妙
法
盗
電
総
と
は

　
　
人
毎
に
唱
へ
候
は
ん
ず
る
K
て
候
ぞ
縣
　
と
い
ふ
如
き
洋
々
た
る
希
望
は
北
海

　
　
の
孤
島
中
に
電
髪
…
い
て
爽
～
た
、
　
特
に
醤
油
調
紳
卑
三
の
年
に
は
一
期
川
の
大
購
本
曲

　
　
の
一
撃
が
成
就
し
た
、
池
害
者
の
側
か
ら
見
れ
ば
流
雛
は
工
期
に
反
し
た
（
第

　
　
十
三
章
）
、
鼓
に
「
法
華
維
の
行
者
」
を
申
心
と
し
て
「
鷹
死
と
久
遠
の
跳
命
」

　
　
「
成
魚
の
理
想
と
浄
土
の
醜
左
」
と
の
議
諭
が
起
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
博

　
　
士
は
こ
』
に
敏
理
上
か
ら
彼
れ
日
照
が
自
ら
任
じ
た
使
命
を
伺
っ
て
贋
ら
れ

　
　
る
。
　
臼
建
は
潮
頭
へ
佐
渡
の
雪
中
に
死
す
と
も
そ
の
｝
生
と
そ
の
緯
験
、
飽

　
　
負
、
努
力
は
過
去
と
現
批
と
共
に
未
來
永
遠
に
互
つ
た
生
命
の
騰
現
ゲ
．
あ
り

　
　
死
後
萬
年
に
蜀
す
る
煎
要
な
任
務
に
些
し
て
の
一
嘗
機
で
あ
る
、
窺
身
の
血

　
　
死
は
過
去
久
蓮
に
淵
源
し
叉
未
來
の
使
命
と
も
聯
絡
が
あ
る
、
　
二
死
の
間
に

　
　
不
生
不
滅
の
理
を
實
現
す
れ
ば
　
「
決
華
輝
の
行
者
は
幽
艶
長
瀞
の
如
來
也
」

　
　
入
界
が
澤
土
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
地
獄
の
中
に
も
浄
土
あ
り
、
症
死
三
途
の

　
　
苦
河
は
浬
樂
の
大
海
、
両
脚
の
山
　
は
善
提
の
娘
で
あ
る
。
寄
目
抄
は
序
分
な

　
　
り
零
幸
本
島
抄
は
正
宗
分
な
U
、
本
律
の
翻
顯
は
以
て
流
選
分
と
な
す
べ
し

　
　
（
第
＋
鶴
章
）
、
次
に
博
士
は
箭
を
承
け
法
を
弘
む
る
人
．
義
字
抄
よ
り
主
帥

　
　
個
栽
の
鋼
搏
と
行
者
の
血
活
に
説
き
及
び
　
（
第
＋
玉
章
）
殊
～
に
憾
四
士
が
そ
の
瀟
憐
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
於
て
濃
量
品
と
癬
釈
す
る
と
感
零
せ
ら
れ
た
第
十
六
章
に
は
人
の
活
現
す

　
　
べ
き
法
、
　
本
奪
の
意
義
よ
り
槻
心
本
奪
抄
に
移
設
て
詳
解
せ
ら
れ
、
絡
り
に

　
　
本
因
本
丁
と
戒
境
建
立
の
二
問
題
が
正
に
次
に
來
る
ぺ
出
・
、
問
題
と
し
て
提
暴

　
　
せ
ら
れ
、
次
に
先
づ
本
閃
本
鯖
の
問
題
に
曾
て
贋
ら
れ
る
。
本
草
の
肉
行
果

21
1
　
徳
は
我
々
自
ら
に
具
は
つ
て
居
る
と
い
ふ
形
海
上
論
が
繋
本
に
な
っ
て
法
藁
・

　
　
　
　
　
　
　
　
新
薮
紹
介

論
罪
の
理
惣
に
は
三
世
に
至
る
聯
絡
…
が
あ
る
と
い
ふ
の
が
本
塁
本
果
の
読
で

あ
っ
て
、
こ
の
聯
絡
が
即
ち
上
行
菩
薩
に
輿
へ
ら
脳
た
結
筆
付
腸
と
法
華
行

者
の
血
脈
翻
承
と
な
っ
て
現
は
れ
、
　
そ
の
屈
承
流
通
の
結
果
と
し
て
こ
」
に

戒
坤
｛
建
立
の
問
題
に
入
る
、
　
漸
灰
佛
の
理
想
は
一
念
三
千
の
獅
脚
法
と
離
れ
ず
一

念
三
田
の
二
心
は
又
直
に
自
己
の
本
牲
を
槻
、
　
心
の
本
源
を
探
る
親
心
の
行
皿

で
あ
っ
て
こ
の
行
は
本
因
本
果
の
㈱
陣
念
か
ら
綴
た
上
行
の
使
命
、
末
法
の
弘

麺
、
從
っ
て
現
世
の
多
難
な
る
生
活
で
貸
行
せ
ら
れ
る
、
し
か
も
こ
の
現
左

の
亜
活
…
は
叉
實
に
究
出
兄
理
想
の
成
乱
就
、
久
遽
閃
M
米
の
完
成
た
る
佛
酎
國
の
｛
買
現
、

郎
「
ち
本
訴
土
妙
を
具
へ
た
本
巻
鳩
目
の
撒
現
に
外
な
ら
ぬ
（
第
十
七
章
）
、
臼

蓮
淡
華
〕
灘
の
た
め
に
頸
の
座
に
臨
み
、
　
棘
…
じ
て
流
飛
に
撮
せ
ら
れ
今
の
流
罪

は
久
遽
己
來
の
法
弗
帯
筋
に
背
き
凡
夫
の
盈
活
を
並
ね
來
つ
た
聞
穽
障
溝
滅
の
修

行
で
あ
る
、
白
縄
の
身
は
兎
に
角
蝉
腰
蓑
壷
皿
の
古
言
土
中
に
幣
W
い
て
北
條

氏
の
自
さ
め
る
時
が
穿
る
に
違
い
な
い
｝
そ
の
時
彼
等
に
し
て
同
難
を
迎
へ

教
を
講
’
、
ぱ
よ
し
、
然
ら
ず
ば
永
く
こ
の
島
に
留
る
と
も
悲
む
に
及
ば
ぬ
、

未
來
萬
年
の
瞬
の
た
め
に
生
を
こ
の
島
に
途
ら
う
G
　
零
し
嵐
無
色
十
一
年
流

罪
ゆ
り
て
日
麺
鎌
倉
へ
と
瀧
離
し
た
、
　
然
し
日
難
の
講
は
逡
に
容
れ
ら
れ
な

か
っ
た
、
「
力
及
ば
ず
山
林
に
交
り
」
た
概
蓬
の
心
裡
實
に
千
行
の
涙
が
あ
っ

た
に
遽
い
な
い
（
第
＋
品
評
）
、
こ
、
に
第
三
巻
「
弘
麺
の
・
中
心
審
業
」
の
巻

終
る
。「
法
華
経
行
音
」
は
俄
に
そ
の
獅
子
幌
を
蕾
め
て
鎌
倉
を
去
っ
た
　
（
階
踏
十
九

章
）
無
し
「
三
度
諌
め
て
用
ひ
ら
准
ず
ば
去
る
」
と
は
日
　
蓮
勢
至
の
理
由
で

も
な
く
又
6
的
〆
も
な
か
っ
た
。
　
そ
％
口
的
は
實
に
今
寂
で
奮
闘
甦
化
に
依

て
購
ひ
得
た
滅
罪
の
生
活
を
績
け
末
法
に
於
け
る
法
華
纒
　
行
者
の
資
を
全
ふ

し
幽
し
て
此
に
依
て
未
凍
弘
麺
の
礎
を
据
ゑ
よ
う
と
い
ふ
に
あ
っ
た
（
鎮
二

＝
二

享

㌃
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哲
・
學
　
研
　
究
　
　
第
十
號

十
型
早
）
、
こ
、
に
戒
塩
建
立
の
必
要
が
起
る
、
こ
九
暉
身
延
退
職
意
義
の
稜
極
駒

方
面
と
な
る
の
て
あ
る
、
　
一
生
の
大
事
本
甲
の
顯
宣
に
次
，
て
果
す
べ
き
は
此

ん
年
の
準
備
で
あ
る
、
先
づ
爲
す
べ
き
事
は
末
法
弘
麺
の
中
心
機
闘
た
る
戒

墳
建
立
の
め
婁
冨
．
て
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
　
退
懸
較
一
翅
煽
止
に
h
成
た
法
鼎
単
飯
要

臼
抄
は
そ
の
ぬ
旦
旨
で
あ
っ
た
こ
」
に
三
大
秘
法
は
心
兀
備
∵
す
る
に
至
っ
た
。
　
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
も

て
こ
の
章
が
特
に
第
二
十
一
に
來
て
紳
力
口
㎜
と
自
ら
紐
準
じ
た
の
は
恐
ら
く

樽
士
感
鷹
の
力
で
あ
ら
う
。
次
に
第
二
＋
二
、
こ
＋
三
章
に
於
て
は
「
上
人

の
数
ル
額
と
門
人
，
の
人
n
物
性
絡
」
を
親
無
し
、
「
囚
條
金
孤
口
無
基
」
に
及
ひ
、
「
婦

人
に
封
ず
る
渤
設
」
（
第
一
一
十
四
章
）
を
鰹
て
「
各
地
の
傅
導
と
駿
州
儒
徒
の

泊
菟
目
」
に
説
き
及
び
、
　
終
り
に
蝋
一
曲
を
以
て
倫
理
的
「
斑
活
の
第
一
歩
と
す
る

口
薄
の
思
想
が
奮
師
悪
善
坊
の
死
に
遭
て
報
愚
慮
と
な
る
に
至
っ
た
　
（
第
二

十
髭
出
国
）
、
蔀
で
曲
蒙
古
の
一
糠
昌
（
第
皿
二
十
六
出
単
）
よ
り
上
行
一
の
使
命
に
移
り
輔

翼
建
立
論
へ
と
軍
士
は
筆
を
進
め
て
居
ら
れ
る
。
　
滅
舞
盤
濤
が
同
時
に
本
日

土
妙
・
の
理
想
に
…
進
む
精
…
進
た
る
既
一
壷
は
法
伸
巣
聴
感
信
仰
と
多
難
生
活
と
の
鮭
獅
㎞
未

と
し
て
明
確
に
其
身
延
生
活
の
意
義
と
な
っ
て
來
た
、
若
し
衆
生
と
共
に
與

同
雛
を
滅
す
る
な
ら
ば
彼
等
が
同
点
ハ
の
住
虚
た
る
此
世
界
は
直
に
實
翔
の
世

界
、
撰
理
の
世
界
と
な
っ
て
娑
婆
即
寂
光
土
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
こ
の
理

想
を
完
全
に
費
現
す
る
に
は
世
界
に
於
け
る
法
華
維
の
巾
心
た
る
戒
壇
を
建

立
す
・
る
必
要
が
あ
る
、
　
身
延
疏
活
は
こ
の
準
備
で
あ
っ
た
、
上
行
の
侠
命
を

果
す
べ
き
宇
宙
的
喫
緊
の
生
活
で
あ
っ
た
、
　
三
大
秘
法
、
　
こ
の
顯
示
に
依
て

鑓
麺
一
期
の
弘
法
は
そ
の
結
論
に
聾
し
身
後
弘
通
の
理
惣
ぽ
鼓
に
顯
示
せ
ら

れ
た
　
（
第
二
＋
七
章
）
両
し
て
二
十
儀
年
薗
法
器
行
者
の
公
最
愛
を
始
め
る

旗
、
じ
る
し
と
し
て
又
忍
法
に
於
け
る
法
華
弘
通
の
宣
言
、
　
山
主
国
民
に
封
ず

る
警
告
と
し
て
護
表
し
た
立
正
安
愚
論
を
奮
闘
生
活
の
一
生
を
経
て
池
上
の

一
二
二

床
上
樽
び
之
を
講
じ
た
の
は
彼
わ
日
蓮
の
臨
絡
に
穂
近
い
時
で
あ
っ
た
　
へ
第

二
＋
八
牽
）
、
こ
起
に
第
四
谷
「
身
延
暗
唱
と
滅
後
の
付
費
し
の
巻
を
回
る
と

岡
時
に
本
書
は
結
ば
れ
て
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、
吻

　
・
以
上
は
本
書
の
貝
次
に
も
な
ら
な
い
位
の
紹
介
で
あ
る
。
　
言
ふ
ま
で
も
な

く
山
不
瀧
口
は
数
…
心
な
る
日
蓮
研
究
出
三
郷
晶
附
撫
四
士
が
　
「
專
門
の
事
柄
や
批
曽
評
研
究

の
数
々
は
之
を
略
し
、
　
成
．
る
べ
く
通
俗
に
」
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
が
、
そ
の

材
料
が
「
徹
頭
徹
尾
上
入
の
二
丈
を
骨
髄
と
し
又
骨
肉
」
と
さ
れ
、
し
か
も

そ
の
遺
文
を
取
扱
ふ
に
「
批
…
評
観
究
」
の
熊
度
に
麟
で
ら
れ
‘
た
事
は
蓋
し
他
の
、

多
く
の
臼
麺
研
究
港
に
於
て
見
る
こ
と
の
繊
來
な
い
新
し
い
試
み
あ
ら
う
、

本
書
は
博
士
自
ら
葡
憐
十
四
五
年
、
特
に
は
最
近
六
七
年
の
鵬
蕊
接
上
人
の

競
丈
に
接
せ
ら
れ
た
努
力
の
結
鵡
で
そ
の
研
究
に
は
常
に
宗
数
量
上
の
麺

義
、
特
に
は
聖
教
心
理
上
の
比
較
考
慮
が
大
に
用
ひ
ら
れ
到
る
露
に
そ
の
研

究
の
苦
心
め
痕
が
窺
は
れ
る
、
　
殊
に
鱒
士
出
然
の
立
場
と
し
て
日
建
宗
門
の

傳
説
や
前
人
の
解
爆
等
に
擦
ら
れ
な
か
っ
た
事
は
日
蓮
研
究
者
に
大
な
る
歓

喜
と
利
盆
と
を
興
へ
る
と
潤
て
よ
い
、
　
爾
尊
霊
∴
汎
附
せ
る
「
書
簡
、
宛
名
人

別
、
目
附
渋
内
容
梗
概
」
、
「
身
延
在
山
ゆ
・
諸
人
の
供
養
物
属
録
」
や
、
「
上
人

一
生
露
要
事
日
附
太
陽
下
北
較
」
、
「
上
人
一
生
巡
歴
地
醐
」
等
は
多
く
の
眞

蹟
挿
醐
と
共
に
大
に
博
士
の
親
切
を
語
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
、
博
士
の
眞

繁
熱
誠
本
書
を
し
て
　
「
法
華
経
行
者
」
を
再
現
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
ふ
を
揮

ら
ぬ
、
“
薄
研
究
者
の
最
夢
心
聖
な
る
指
導
者
で
あ
る
と
撃
て
可
か
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
欝
終
り
に
本
書
を
精
醸
し
た
折
の
私
の
感
惣
を
誉
へ
ば
一
上
行
の
白
鶴
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

罪
偽
蹴
温
川
識
と
の
聯
勧
鎗
に
於
て
・
は
確
・
か
に
山
鳩
研
究
上
一
藷
機
軸
を
麹
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

と
患
ふ
、
啓
蒙
さ
る
、
所
決
し
て
紗
少
で
な
い
、
　
二
そ
れ
か
ら
十
一
通
書
肌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

の
蒸
熱
と
、
龍
ノ
ロ
購
件
と
の
閣
［
に
於
け
る
．
罰
風
の
㎜
圓
の
象
り
や
、
避
龍
ノ
日
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



　
　
　
　
　
　
　
　

件
　
の
取
机
以
法
や
、
　
四
寺
泊
六
日
…
岡
の
二
心
陰
画
に
卸
す
る
郡
雑
戯
擁
胃
士
の
叙
…
運
を
批

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

判
修
正
せ
ら
れ
た
事
や
、
　
五
特
に
身
延
入
山
動
縄
の
長
寝
な
る
考
察
や
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ミ

戒
境
患
想
に
聾
す
る
意
見
等
は
確
か
に
薄
士
尉
開
の
研
究
で
あ
る
と
思
は

れ
、
み
」
の
槻
察
の
鏡
敏
に
し
て
そ
の
所
論
の
稔
急
な
る
、
礎
來
の
爾
蓮
研
究

書
と
大
に
趣
を
異
に
し
た
所
多
き
を
聡
へ
、
卜
書
．
匹
於
け
る
臼
難
研
究
者
を

環
帯
し
開
饗
す
る
所
蹟
る
大
な
る
も
の
な
る
を
儒
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
恐
し
て
最
後
に
私
は
將
…
凍
一
H
難
の
至
芸
に
鐙
す
る
撲
抱
や
、
　
二
日
蓮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

未
來
に
封
ず
る
現
｛
買
的
胸
底
が
戴
エ
山
の
数
一
心
な
る
研
究
に
依
て
早
く
幽
々
明

白
に
蛋
…
零
調
整
せ
ら
れ
ん
臼
を
期
待
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
そ
し
て
又
「
慨
定
」

と
「
徳
義
」
と
の
爾
係
（
百
四
＋
五
頁
）
　
に
就
て
は
常
に
痛
切
に
迷
暗
と
不

安
と
に
襲
は
れ
つ
蕊
あ
る
蒔
き
私
は
、
　
元
よ
り
本
書
の
軽
質
上
域
外
の
陽
題

で
は
あ
る
が
、
何
か
機
會
あ
ら
ば
そ
の
關
係
解
決
の
鍵
鎗
を
興
へ
ら
れ
ん
事

を
蜘
即
し
変
い
の
で
あ
る
。
（
東
京
薄
文
豪
獲
行
、
菊
版
五
七
三
奥
、
定
蟹
載

圓
奮
拾
銭
）
　
（
本
田
義
英
）
。

　　

@　

@
精
薬
科
撃
の
講
黙
問
題
縮
綴
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
上
　
野
　
直
　
昭
藩

　
　
　
熔
罪
証
科
　
學
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
　
涯
ハ
の
墓
．
本
間
題
の
論
究
は
、
聖
域
ハ
鮫
く

　
　
べ
か
ら
ざ
る
重
蓼
な
事
柄
で
あ
る
に
も
絢
ら
ず
、
　
問
題
の
解
決
が
趣
め
て
難

　
　
し
い
た
め
で
も
あ
ら
う
が
、
未
だ
明
確
な
概
念
が
一
塩
に
行
き
渡
っ
て
お
ら

　
　
ぬ
際
に
、
　
本
書
の
表
は
れ
た
纂
は
、
先
づ
以
て
慶
賀
に
堪
へ
な
い
。
本
書
は
、

　
　
著
者
が
覚
ハ
の
序
丈
の
冑
頭
に
著
て
明
か
に
筋
は
れ
て
居
ら
る
』
搬
に
、
　
ヴ
ン
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1
　
　
0
δ
乞
置
。
彰
。
貯
2
0
、
塞
猛
同
丁
重
・
♂
哩
公
。
鍍
｛
撃
鼠
蕊
§
慧
符
h
｛
2
一

　
　
　
　
　
　
　
　
斬
署
紹
介

全
部
を
課
禺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
本
革
の
ド
イ
ツ
入
す
ら
難
解
と
し
、
無

爵
と
す
る
ヴ
ン
ト
の
患
想
』
を
、
羨
め
て
忠
實
に
、
し
か
も
、
辮
易
に
諜
禺

し
ょ
う
と
試
み
ら
れ
た
努
力
の
跡
ぱ
、
湾
る
門
島
に
見
受
け
ら
れ
る
。
　
も
と
よ

り
ヴ
ン
ト
の
患
奇
曲
も
の
が
趣
め
て
わ
か
り
に
く
い
か
ら
其
の
忠
實
な
る
離

課
に
向
っ
て
、
「
町
頭
」
と
か
「
面
白
味
」
と
か
を
要
求
す
る
の
は
、
要
求
す

る
方
の
無
理
で
あ
ら
う
、
原
著
が
既
に
精
讃
を
要
す
る
論
難
で
あ
る
以
上
、

典
の
膿
課
た
る
本
曲
に
焦
し
て
も
、
　
よ
ろ
し
く
粗
誼
を
詫
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
し
て
難
解
な
原
署
を
か
（
ま
で
に
、
明
確
に
課
衝
さ
れ
た
課
春
の
努
力
に

多
大
の
敬
意
を
沸
ふ
べ
き
だ
と
思
ふ
。
　
殊
に
所
々
に
識
鐸
を
加
へ
て
本
文
の

解
羅
に
萬
全
を
期
せ
ら
れ
て
お
る
ぶ
は
貞
た
穿
に
原
著
に
賑
し
て
忠
實
な
や

り
方
で
あ
る
許
で
あ
る
早
り
で
な
く
、
讃
者
に
穿
っ
て
も
趣
め
て
親
切
な
態

度
で
あ
る
。
獣
心
な
る
葵
者
の
努
力
の
結
贔
と
も
見
る
べ
き
本
書
を
是
非

精
讃
せ
ん
轟
を
御
∵
ず
エ
め
す
る
。
（
東
京
紳
武
篇
紳
保
町
一
六
、
岩
波
書
店
搬

行
、
萱
圓
武
論
銭
、
深
田
武
）

塑
雪
霧
夢
の
蹴
會
肇

藤
森
逡
　
三
課

　
田
偏
4
撃
は
元
來
未
だ
幼
稚
の
學
問
．
ズ
あ
る
紳
か
、
　
日
本
に
於
て
は
殊
に
幼
一
稚

な
學
潤
で
あ
る
。
從
ひ
て
之
に
關
す
る
著
書
課
婁
の
簸
も
趣
め
て
乏
し
い
、
此

鮎
か
ら
し
て
考
ふ
る
と
新
な
る
醗
適
意
書
の
公
弼
は
我
國
簸
鴇
学
界
の
爲
に
遊

だ
韓
ぶ
毎
き
事
と
沢
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
始
何
な
る
償
値
癩
何
な

る
調
度
の
も
の
た
る
を
問
は
な
い
事
で
あ
る
が
、
殊
に
其
内
容
が
優
秀
の
も

の
な
れ
ば
な
縢
更
の
事
で
あ
る
。
　
此
鉱
業
に
於
て
導
入
は
此
「
ワ
オ
ー
ド
の

融
愈
學
」
　
の
畿
磐
を
深
く
學
界
の
鴬
に
親
し
落
忌
に
向
ひ
て
其
勢
を
多
と
せ

ざ
る
を
程
な
い
。
醸
蓑
は
ッ
農
事
ド
の
騰
系
を
デ
イ
ー
ル
ー
が
約
説
し
た
る

ご
；
、


